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【事業活動の概要】

1　組織の概要

（１)名称及び代表者

エビス紙料株式会社

代表取締役　見澤直人

（２）所在地
本社 ：　香川県観音寺市大野原町丸井817番地22

（３）環境管理責任者氏名、及び担当者連絡先
環境管理責任者：　三谷英司　/ 　連絡担当者：　斎藤泰章　　（TEL：0875-27-8711）

（４）事業内容

製紙原料・繊維原料の回収・販売業、再生ペレット販売業、RPF製造・販売業

産業廃棄物収集運搬業、産業廃棄物処分業（中間処理）

（５）事業の規模
・設立年月日 1988年　9月　20日

・資本金 1000万円

・売上高(出来高) 1516百万円／第34期（2021.9.1～2022.8.31）

・事業年度 9月1日～8月31日

・従業員 49 人

・工場と延べ面積

・組織図

（６）認証・登録の対象範囲

上記の「組織の概要」に記載する全工場/全サイトを対象に環境経営に取り組むこととする。
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2　許可の内容、施設の状況

【　香川県　産業廃棄物処分業　】 処理工程図　別紙②のとおり

① 許可番号
② 許可年月日
③ 許可の有効期限令和 9年11月23日
④ 事業の範囲 中間処理業（切断・反毛・圧縮処分、破砕処分及び固形燃料化処分に限る。）

取り扱う産業廃棄物については、それぞれ下欄のとおり。

含まない。
含まない。
含まない。
含まない。

1) 切断施設 1基  6ｔ/日（3基計） ①廃プラスチック類　②紙くず　③繊維くず

2) 反毛施設 1基  1ｔ/日(８時間) ①廃プラスチック類　②紙くず　③繊維くず

3) 圧縮施設 1基  40ｔ/日(８時間) ①廃プラスチック類　②紙くず　③繊維くず

4) 固形燃料化施設1基  96ｔ/日(24時間) ①廃プラスチック類　②紙くず　③木くず　④繊維くず　
⑤動植物性残さ　⑥ゴムくず

5) 破砕施設 1基 ①廃プラスチック類　②紙くず　③木くず　④繊維くず　
⑤動植物性残さ　⑥ゴムくず

85.86t/日(9時間/日） 廃プラスチック類
83.61t/日(9時間/日） 紙くず
84.78t/日(9時間/日） 繊維くず
334.53t/日(9時間/日） 動植物性残さ
156.51t/日(9時間/日） ゴムくず

6) 木くず又はがれき 1基 108t/日(9時間） ①木くず
類の破砕施設

【　観音寺市　一般廃棄物処分業　】
① 許可番号
② 許可年月日
③ 許可の有効期限
④ 事業の範囲 紙くず・木くず・プラスチック類（一般廃棄物（ゴミ）を固形燃料化）

【　観音寺市　一般廃棄物収集運搬業　】
① 許可番号
② 許可年月日
③ 許可の有効期限
④ 事業の範囲 事業系一般廃棄物

水銀含有ばいじん等

03727001100
令和4年11月25日

自動車等破砕物
石綿含有産業廃棄物
水銀使用製品産業廃棄物

観音寺市第　16　号
令和4年8月1日
令和6年7月31日

観音寺市第　2　号
令和4年11月1日
令和6年10月31日
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【　愛媛県　産業廃棄物処分業　】

① 許可番号
② 許可年月日
③ 許可の有効期限
④ 事業の範囲 廃プラスチック類、木くず、紙くず、繊維くず、動植物性残さ、ゴムくず

1) 破砕施設 1式 廃プラスチック類、紙くず、繊維くず、動植物性残さ、ゴムくず

98.4t/日(24時間稼働） 廃プラスチック類
122.1t/日(24時間稼働） 紙くず
48.9t/日(24時間稼働） 繊維くず
106.5t/日(24時間稼働） 動植物性残さ
90.7t/日(24時間稼働） ゴムくず

2) 破砕施設 1式 紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、ゴムくず

99.8t/日(24時間稼働） 紙くず
77.0t/日(24時間稼働） 木くず
39.8t/日(24時間稼働） 繊維くず
72.7t/日(24時間稼働） 動植物性残さ
87.6t/日(25時間稼働） ゴムくず

3) 圧縮施設 ２基 144t/日(24時間稼働）

4) 積替・保管施設
・設置場所： 愛媛県四国中央市川之江町字宮ノ下2529-41
・面積： 全床面積 907 ㎡
（保管能力） 積替・保管面積 96.8 ㎡

指定可燃物貯蔵面積 484 ㎡　（最大688t)

・産業廃棄物の種類： 廃プラスチック類、紙くず、繊維くず、以上の３種類
・指定可燃物貯蔵： RPF、廃プラスチック類、紙くず、繊維くず
・設置年月日：

【　四国中央市　一般廃棄物処分業　】 【　四国中央市　一般廃棄物収集運搬業　】
① 許可番号 ①許可番号
② 許可年月日 ②許可年月日
③ 許可の有効期限 ③許可の有効期限
④ 事業の範囲 ④事業の範囲

【　産業廃棄物収集運搬業　】 別紙①-1、①-2参照

ごみ処分 ごみ

3825001100
令和  4年 3月 8日
令和  9年 3月 7日
中間処分　破砕・圧縮：

2019年8月1日

四市生ク第　86　号 四市生ク第　87　号
令和 4年  8月 1日 令和 4年  8月 1日
令和 6年 7月 31日 令和 6年 7月 31日
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産業廃棄物収集運搬業に係る車両一覧

2022年8月31日現在

車両の形状 区分 台数

ウィング車 大型 15

ウィング車 4ｔ車 2

脱着装置付コンテナ
専用車 大型 2 平成27年度燃費基準達成車 8台

脱着装置付コンテナ
専用車 4ｔ車 2 平成27年度燃費基準5％向上達成車 6台

塵芥車 7ｔ車 1 平成27年度燃費基準10％向上達成車 2台

塵芥車 4ｔ車 2 デジタコ搭載車両 22台

24

別紙①-1

合計

4ページ



許可年月日

許可の有効期限

動
植
物
性
残
さ

ゴ
ム
く
ず

金
属
く
ず

ガ
ラ
ス
く
ず
、

コ
ン
ク

リ
ー

ト
く
ず
及
び
陶
磁
器

く
ず

が
れ
き
類

別紙①-2

産業廃棄物収集運搬業
 許可内容一覧

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類

紙
く
ず

木
く
ず

繊
維
く
ず

自治体 許可番号

徳島県 3600001100

令和5年6月16日 ○ ○ ○ ○

廃プラスチック類（石綿含有産業廃棄物を含む）

令和10年6月15日
特別管理廃棄物、自動車等破砕物、石綿含有産業廃棄物及び水銀使用

製品産業廃棄物であるものを除く。

岡山県 第03300001100号

令和4年1月12日 ○ ○ ○

兵庫県 第02804001100号

平成30年11月21日

○

香川県 03707001100

令和4年11月25日 ○ ○ ○

愛媛県 03815001100

令和5年6月23日 ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

令和9年11月23日
自動車等破砕物、石綿含有産業廃棄物、水銀使用製品産業廃棄物、

水銀含有ばいじん等を含まない。

令和10年5月23日

○ ○ ○

○

令和5年11月20日
4項目については水銀使用産業廃棄物を除く。

○

令和9年1月11日
自動車等破砕物及び石綿含有廃棄物であるものを除く。

○ ○ ○ ○ ○

令和5年11月12日
廃プラスチック類（自動車等破砕物を除く）　特別管理廃棄物、石綿含有

産業廃棄物及び水銀使用製品産業廃棄物であるものを除く。

○ ○ ○平成30年11月13日

○

令和5年11月12日
石綿含有産業廃棄物を含む。

水銀使用製品産業廃棄物を除く。水銀含有ばいじん等を除く。

京都府 02600001100

平成30年11月13日 ○ ○ ○

大阪府 第02700001100号

○

○

○

令和8年1月27日
石綿含む産業廃棄物なし

令和5年3月8日 ○ ○ ○

令和10年3月7日
廃プラスチック類（石綿含有産業廃棄物を除く）

水銀使用製品産業廃棄物を除く。

○ ○ ○

和歌山県 第03000001100号

令和3年1月28日 ○ ○ ○

奈良県 第02900001100号

滋賀県 第02501001100号

令和5年10月27日 ○ ○ ○

産
 

業
 

廃
 

棄
 

物
 

収
 

集
 

運
 

搬
 

業

令和10年10月26日

愛知県 第02300001100号

平成30年11月8日 ○ ○ ○

○

令和5年11月4日
廃プラスチック類（自動車等破砕物及び石綿含有産業廃棄物を除く）

水銀使用製品産業廃棄物を除く。
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《 処理工程図 》 別紙②

【前処理】 RPF出荷

（有価物）

粗破砕

2軸破砕機

（有価物）
※有価物のみ

※RCは圧縮加工・保管を行うと共に、運送部門の拠点でもある。

愛媛工場

→ →

→ →

通常稼働2台

積替・保管施設

保管

積替え
他社行き

（産業廃棄物物）

RPF出荷

（有価物）

異物

紙くずライン ピット

破砕機 定量
供給機

残渣埋立

最終処分
1次→２次

破砕機 定量
供給機

成形機

磁選機くず

金属くず売却

選別 RPF出荷

目視 1次→２次 RPF （有価物）

廃プラライン

受入 RPF（固形燃料）化施設

出荷

保管

再生原料受入
→ 破砕機

木くず 出荷

木製燃料チップ

RC（ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ）

再生原料受入
圧縮

成形機

↑

残渣埋立

木くず処理ｾﾝﾀｰ
残渣

異物

2台 ピット

最終処分

RPF
2軸破砕機 １軸破砕機

残渣

→ →

磁選機くず

金属くず売却

選別
→ → → →

目視 粗破砕 破砕機
定量供給機

分別

圧縮

再生原料利用業者へ

（有価物）

反毛

粉砕

金属くず売却

受入 RPF（固形燃料）化施設

↓

四国工場ＲＰＦ製造

排出事業者

四国工場（切断・反毛・圧縮部門）

受入
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単位: トン

廃プラスチック類 17,887

紙くず 1,400

木くず 284

繊維くず 119

19,690

廃プラスチック類 固形燃料化 27,065

紙くず 固形燃料化 2,927

木くず 固形燃料化及び木くず破砕処理 1,714

繊維くず 固形燃料化及び反毛処理 2,293

廃プラスチック類 固形燃料化 26,817

紙くず 固形燃料化 2,927

木くず 固形燃料化及び木くず破砕処理 1,714

繊維くず 固形燃料化及び反毛処理 2,293

33,751

33,999

廃プラスチック類 委託処分 178

破砕・埋立 安定型混合廃棄物 41

管理型埋立て 管理型混合廃棄物 29

248

廃プラスチック類 焼却（委託） 178

廃プラスチック類 安定型最終処分（委託） 41

廃プラスチック類 管理型最終処分（委託） 29

廃プラスチック類 分別・切断・圧縮（委託） 0

廃プラスチック類 固形燃料（売却） 26,817

紙くず 固形燃料（売却） 2,927

木くず 固形燃料又は木質チップ燃料（売却） 1,714

繊維くず 固形燃料又は再生原料として（売却） 2,293

33,751

33,999

　受託した産業廃棄物の処理量

34期 2021年9月～2022年8月

処理方法等 廃棄物等種類 処分方法等 34期

（ⅰ）収集運搬

収集運搬量合計

（ⅱ）中間処理

うち
再資源化等

再資源化等量小計

　　中間処理後処分量合計

中間処理合計

（ⅲ）最終処分

最終処分量合計

（ⅳ）中間
処理後の
産業廃棄
物

最終処分

再資源化等

再資源化等量小計
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【実施体制図】

エビス紙料株式会社 　

工場長 推進者 工場長 推進者 工場長 推進者 部門長 推進者 部門長 推進者

・環境経営に関する統括責任

・環境経営方針の策定、見直し及び全従業員への周知

・全従業員に対する教育・訓練計画の承認

・環境経営目標、環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境経営レポートを確認し、承認

・環境関連法規等取りまとめ表の承認

・運用し維持するための運営資源を用意する

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等取りまとめ表の作成

・環境経営目標、環境経営計画書を作成

・環境経営の取り組み結果を代表者に報告

・環境経営レポートの作成

・特定された緊急事態への対応マニュアル確認

・全従業員に対する教育・訓練の実施状況確認

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・各部門の取組推進とその仕組み作り

・事務局の管理と各部門の取組状況確認

・環境管理責任者の補佐

・各部門のﾃﾞｰﾀ取りまとめと全体のデータ整理・資料作成

・環境経営に係る通知および文書管理

・環境関連事項の全社への周知・連絡

・自部門の環境負荷の自己チェック実施

・自部門の環境への取り組みの自己チェック実施

・自部門の環境目標、環境経営計画書の作成

・自部門の特定された緊急事態への対応マニュアル作成

・自部門に対する教育・訓練の計画と実施

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・自部門の環境経営に関するデーター収集及び資料作成

・環境経営の実績集計、グリーン購入の実施

・自部門の環境経営に係る通知および文書管理

・環境経営に係る工場長の補佐

・自部門の環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的、積極的に環境経営へ参加

代表取締役

環境管理責任者 ea21推進ﾘ-ﾀﾞｰ

代表取締役

ea21事務局

四国工場RPF製造 愛媛工場 / 積替・保管施設 木くず処理ｾﾝﾀｰ

 /   推進者 　推進者     /　

役割・責任・権限

ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ /運送部門四国工場 / 営業部門

全従業員

環境管理責任者

ea21推進リーダー

ea21事務局

工場長（部門長）

ea21部門推進者

営業部
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経営理念
　エビス紙料グループは4工場を「青い国」四国の中の風光明媚な瀬戸内海に面した地域

に設置しており、全従業員は皆の財産である自然環境を守る事の大切さを認識し、日々、

生産活動をしています。

　私たちは循環型社会において地域社会の中で評価されるよう、廃棄物の再利用に積極的

に取り組み、環境保全に貢献いたします。

基本方針
　当社は環境問題が最重要経営課題の一つであることを認識し、循環型社会実現のため

環境経営を推進します。

　社員全員の英知を結集し「廃棄物リサイクルの推進」と「顧客満足の向上」を目指す

ことにより、社員の健康で豊かな生活を守り、　社会の持続可能な発展に貢献します。

行動指針
　１．企業活動の各段階及び製品、サービスにおいて常に創意工夫し、廃棄物や再生原料

　　　リサイクルを推進することにより二酸化炭素の排出削減と環境負荷の継続的改善に

　　　努め、その事業活動の過程においては廃棄物の飛散等による環境汚染の予防に努め

　　　ます。

　　　また、設備や備品の選択・購入において、環境に配慮したものを優先します。

　２．エコアクション21の導入により、経営の仕組みを「環境経営システム」へと進化

　　　させ、その継続的改善を図ります。

　　　部門ごとに取り組むべき項目について目標と活動計画を定めて取り組み、特に

　　　排出する廃棄物の削減と水使用量の削減を重点的に取り組みます。

　３．環境管理項目に関係する法令と当社が同意するその他の要求事項を順守します。

　　　また、お取引先の要望にお応えできるよう、最大限努力いたします。

　４．この方針が社員及び協力会社に充分理解され、その達成に向けて全員が行動できる

　　　よう努めます。また、環境経営レポートを広く一般に公開いたします。

　５．「安全宣言」「五つの約束」を守り、安全第一で業務に取り組みます。

ひとつ、「私たちは常に安全第一で仕事に取り組みます。」

ひとつ、「私たちは、ルールを絶対に守ります。守らせます。」

ひとつ、「私たちはコミュニケーションを密にし複唱、指差呼称を行います。」

ひとつ、「私たちは約束を達成するためPDCAのサイクルを維持します。」

　　　見澤　直人

環境経営方針

ひとつ、「安全・健康・快適に働ける職場環境を維持向上させるため、
　　　　　　必要な資源を投資します。」

「五つの約束」

 (2021年11月1日改訂)

エビス紙料株式会社

代表取締役

2017年8月20日
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○中・長期目的・目標

・全体

基準年

単位 32期 33期 34期 35期

2019年9月～
2020年8月

2020年9月～
2021年8月

2021年9月～
2022年8月

2022年9月～
2023年8月

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 3,601,756 3,565,739 3,530,082 3,494,781

　　・電気使用量削減 kWh 4,964,256 4,914,614 4,865,468 4,816,813

　　・軽油等燃料使用量削減 L 361,108 357,497 353,923 350,383

　　・A重油燃料使用量削減 L 9,596 9,500 9,405 9,310

　　・ガソリン使用量削減 L 9,697 9,600 9,504 9,408

水総使用量削減 m3 3,389 3,356 3,323 3,289

RPF製造率の向上 ％ 99.00 99.00 99.00 99.00

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、四国電力2018年度実績に基づく 調整後排出係数 0.528 (CO2/kWh) を使用。

＊２．目標33期～35期は、愛媛工場が停止期間につき、愛媛を除外した目標値とする。

＊３．愛媛工場は2022年3月より稼働にて、新工場の負荷を確認中である。負荷把握期間（2022年9月～2023年8月）

＊４．全社（愛媛工場含む)の目標構築を終え、36期より運用を予定している。

☆今年度は、第34期目標に取り組みます。

【環境経営目標】

目　的

目　　　標
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【部門別環境目標】

・取組期間

　第34期(2021年9月　～　2022年8月)

四国工場
四国工場RPF

製造
RC/運送

木くず処理
センター

200,926 2,532,816 738,473 57,867

198,495 4,603,500 63,473 -

28,710 39,600 273,240 12,373

- - - 9,405

9,504 - - -

水総使用量削減（㎥） 301 2,777 245 -

- 99.00 - -

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、四国電力2018年度実績に基づく 調整後排出係数 0.528 (CO2/kWh) を使用。

＊２．今期は、愛媛工場が停止期間があるため、愛媛工場を除外したものとする。

RPF製造率の向上(％)

　・ガソリン使用量削減（L）

目　的

二酸化炭素排出量削減 (CO2-kg)　＊1

　・電気使用量削減（kWh）

　・軽油燃料使用量削減（L)

　・A重油燃料使用量削減(L)
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①

・作業効率見直しによる機械待機時間の削減

・アイドリング・空ぶかしの抑制

②

・リサイクル可能な古紙・段ボールの分別の徹底

・異物混入の抑止による最終処分量の削減

③

・定期的な漏水のチェック

④

・時間当たり生産量の維持

・外部処理委託の削減

・排出元への分別徹底の促進

・構外定期清掃及びパトロールの実施

・飛散防止教育の計画的実施

※ 各拠点の環境経営計画は別紙参照

四国RPF工場
愛媛工場

全工場

RPF製造率の向上

第35期　環境経営計画

≪　取組み項目　≫ ≪　取組み内容　≫ 共通

温室効果ガス（二酸化炭素）の排出抑制

使用電力の節約

全工場

使用燃料の節約

廃棄物排出抑制とリサイクル推進

水使用量の節約、効率的利用

全工場
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第34期(2021年9月　～　2022年8月)
・全体

単位 基準年（32期） 目標（34期） 実績 達成率 評価

kg-CO2 3,601,756 3,530,082 3,236,555 109% 〇

・電気使用量削減 kWh 4,965,140 4,866,335 4,435,669 110% 〇

・軽油等燃料使用量削減 L 361,108 353,923 329,125 108% 〇

・A重油燃料使用量削減 L 9,596 9,405 6,205 152% 〇

・ガソリン使用量削減 L 9,697 9,504 12,035.16 79% ×

m3 3,389 3,323 4,334 77% ×

％ 99.00 99.00 99.27 100% 〇

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、四国電力2018年度実績に基づく 調整後排出係数 0.528 (CO2/kWh) を使用。

　コメント

【環境経営目標実績結果と評価】

目的

二酸化炭素の削減　＊1

水総使用量削減

RPF製造率の向上

愛媛工場が火災焼失し目標設定が出来なかったため除外した数値となっています。

愛媛工場分を他の工場でカバーしていたところが戻ったため目標達成となる項目が多かった。

34期の目標への取組みをしっかりと実施しましたが、ガソリン使用量削減については営業車の増車

により増加。 水の使用量については、各工場において清掃の方式・頻度の変更や、臭気対策用の

ミスト噴出量の増加を実施したため目標未達成となった。
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【部門別 環境経営目標実績結果と評価】
第34期(2021年9月　～　2022年8月)

○四国工場/営業

目　　的 目標 実績

200,926 198,485

198,495 187,865

28,710 27,449

9,504 12,022.16

水総使用量削減（㎥） 301 718

○四国工場RPF製造

目　　的 目標 実績

2,532,816 2,303,871

4,603,500 4,215,321

39,600 30,303

水総使用量削減（㎥） 2,777 3,343

○RC/運送

目　　的 目標 実績

738,473 689,728

63,472 32,483

273,240 260,654

水総使用量削減（㎥） 245 273

○木くず処理センター

目　　的 目標 実績

57,867 44,471

12,373 10,719

9,405 6,205

二酸化炭素排出量の削減

・軽油使用量削減（L)

・Ａ重油使用量削減（L)

　評価・コメント

二酸化炭素排出量の削減

 ・電気使用量削減（kWh）

 ・軽油使用量削減（L)

　評価・コメント

　評価・コメント

二酸化炭素排出量の削減　(kg-CO2)

・電気使用量削減　（kWh）

・軽油使用量削減（L)

・ガソリン使用量削減（L）

　評価・コメント

二酸化炭素排出量の削減　(kg-CO2)

・電気使用量削減　（kWh）

 ・軽油使用量削減（L)

・デマンド監視による電気使用量の管理、アイドリング・

空ぶかし の抑制に取組みは継続していきたい。

・ガソリン使用量については増加となったが、こちらは

営業車を増車した関係により増加となっている。

・電気使用量、軽油使用量ともに削減目標を達成する

ことが出来た。継続したい。

・水使用量については清掃の方式、頻度が変更と

なったため大幅な増加となってしまった。

・水使用量については臭気対策用のミスト噴射量を

増やしたため、増加となった。

・軽油使用量、A重油使用量ともに目標達成となった。

このまま継続していきたい。

・電気使用量、軽油使用量ともに目標達成となった。

・電気使用量、軽油使用量ともに目標達成となった。

・運送部門についてもデジタコ等による燃費の

把握を行い、削減目標達成となった。
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【部門別実積一覧】

・取組期間

　第34期(2021年9月　～　2022年8月)

四国工場
四国工場
RPF製造

RC/運送
木くず処理
センター

全体

198,485 2,303,871 689,728 44,471 3,236,555

187,865 4,215,321 32,483 - 4,435,669

27,449 30,303 260,654 10,719 329,125

- - - 6,205 6,205

12,022.16 - 13 - 12,035

水総使用量削減（㎥） 718 3,343 273 - 4,334

　・ガソリン使用量削減（L）

目　的

二酸化炭素排出量削減 (CO2-Kg)　＊1

　・電気使用量削減（kWh）

　・軽油燃料使用量削減（L)

　・A重油燃料使用量削減
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【環境経営計画/実施記録表 ①/2】

〇 ・・・ 実施出来た

×  ・・・ 実施出来なかった

△ ・・・ 一部出来ていない

具体的実施項目 実施

① ベール作業の効率化 〇 電気使用量は減少化が進んでいる。

② 不要な照明を消す ○ 作業効率、作業工程の改善が結果へ

③ 空調機フィルターの定期清掃 〇 つながっている。

④ LED照明への切り替え 〇

① アイドリングストップの徹底 ○ 特に、フォークリフトでのアイドリング

② エコドライブ（回転数抑制） ○ ストップを意識することが大きい。

③日常保守点検の実施 ○

① アイドリングストップの徹底 ○ 営業車での燃費の記録の継続で

② エコドライブの励行 ○ 各自がｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟやｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ

を継続できている。

① 古紙・段ボールの分別の徹底 ○ リサイクル可能な物は分別を実施

② 異物混入の抑制 ○

① 節水ポスター掲示 ○ 全員意識をもって取組んでいる。

② 配管の漏水チェック ○ 3ヶ月に1回の漏水チェック継続。

具体的実施項目 実施

① RPF生産効率の維持管理 ○

② 機械の待機時間の削減 ○

③ 空調機フィルターの定期清掃 ○

① アイドリングストップの徹底 ○

②日常保守点検の実施 ○

① 古紙・段ボールの分別の徹底 ○

②異物混入の抑制 ○

① 節水ポスター掲示 ○

② 配管の漏水チェック ○

①排出元への分別徹底の促進 ○

②構外定期清掃及びパトロールの実施 ○

③飛散防止教育の計画的実施 ○

RPF製造の
環境向上

RPF製造の
環境向上

日報で管理し、全員で継続できるよ
うに体制化していることで結果を残
すことができた。
清掃については週1回実施。飛散
防止の意識の高まりとなっている

廃棄物 廃棄物排出抑制
分別してリサイクルに努めている。

異物等の混入が見つかった場合、
社内で情報共有を行い、営業から取引先へ伝達する

水使用量 節 水
成形機注水量をチェックして

節水に努めている

目的 評価に対するコメント

二酸化炭素

電気使用量削減

高い生産効率が維持できた。

生産効率の維持により待機
時間の削減となっている。

軽油等燃料使用量
削減（工場）

実施できている。

廃棄物 廃棄物排出抑制
異物等の混入が見つかった場合、
社内で情報共有を行い、営業から取引先へ伝達する

水使用量 節水

・四国工場RPF製造

第34期(2021年9月　～　2022年8月)

・四国工場 / 営業

目 的 コメント

二酸化炭素

電気使用量削減

軽油等燃料使用量
削減（工場）

ガソリン使用量削減
（営業）
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【環境経営計画/実施記録表 ②/2】

具体的実施項目 実施

① ベール作業の効率化 〇

② 不要な照明を消す 〇

③ 空調機フィルターの定期清掃 〇

① アイドリングストップの徹底 〇 目標達成。

②日常保守点検の実施 〇 継続して続けていく。

①「 みまもりくん」の運用実施 ○

② 収集運搬待機時間の削減 ○

③アイドリングストップの徹底 ○

① 古紙・段ボールの分別の徹底 ○

② コピー用紙削減 ○

① 節水ポスター掲示 〇

② 配管の漏水チェック 〇

③ 洗車時の節水 〇

具体的実施項目 実施

① アイドリングストップの徹底 〇

②日常保守点検の実施 〇

具体的実施項目 実施

① RPF生産効率の維持管理 ○

② 機械の待機時間の削減 ○

③ 空調機フィルターの定期清掃 ○

① アイドリングストップの徹底 ○

②日常保守点検の実施 ○

① 古紙・段ボールの分別の徹底 ○

②異物混入の抑制 ○

① 節水ポスター掲示 ○

② 配管の漏水チェック ○

①排出元への分別徹底の促進 ○

②構外定期清掃及びパトロールの実施 ○

③飛散防止教育の計画的実施 ○

RPF製造の
環境向上

RPF製造の
環境向上

日報で管理し、全員で継続できるように
体制化していることで結果を残すことが
できた。
清掃については週1回実施。飛散防止
の意識の高まりとなっている

廃棄物 廃棄物排出抑制
分別してリサイクルに努めている。

異物等の混入が見つかった場合、
社内で情報共有を行い、営業から取引先へ伝達する

水使用量 節 水
成形機注水量をチェックして

節水に努めている

・愛媛工場

目的 評価に対するコメント

二酸化炭素

電気使用量削減

高い生産効率が維持できた。

生産効率の維持により待機
時間の削減となっている。

軽油等燃料使用量
削減（工場）

実施できている。

・木くず処理センター

目的 評価に対するコメント

二酸化炭素
軽油等燃料使用量
削減（工場）

前年度の傾向を踏まえ、取組・改善を
しっかりと行うことができた。

待機時間が発生する時間帯を把握し、

他部門との連携を図った。

廃棄物 廃棄物排出抑制
裏紙の使用など意識改善が
進んでいる。

水使用量 節 水 実施できた。

第34期(2021年9月　～　2022年8月)

・RC/運送

目的 評価に対するコメント

二酸化炭素

電気使用量削減 実施計画は概ね実施できた。

軽油等燃料使用量
削減（工場）

軽油等燃料使用量
削減（運送）

アイドリングストップの徹底。
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 環境関連法規等の遵守状況の確認及びその結果

　　　条例

№ 環境 適用される法律 都道 市町 関連法

側面 府県 村

振動 振動規制法 ○ ○ 観音寺市 特定施設・指定施設届 ○

廃棄物の処理及び清
掃に関する法律

○ － 法第１２条の３施行規則　第８条 ○

2 廃棄物 香川県条例指導要綱 ○ － 廃棄物の処理及び清掃に関する法律 ○

愛媛県による行政指
導

○ － 廃棄物の処理及び清掃に関する法律 ○

地域住民（地元自治
会）との協定

－ － 地元自治会との環境保全に関する協定 ○

廃棄物の
リサイクル

グリーン購入法 － － 国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律　第５条 ○

3 水質汚濁防止法 ○ － ○

浄化槽法  浄化槽法第１０条環境省関係浄化槽法施行規則第６条　　 ○

4 消防法 － ○
四国中央市火災予防条例
三豊広域火災予防条例 ○

廃棄物の処理及び清
掃に関する法律

○ － 廃棄物処理法の一部を改正する法律の施行について（通知） ○

5 環境教育 環境学習法 － －
環境保全のための意欲の増進及び環境教育の推進に関する
法律　第4条　H15.7.25 ○

6 自動車・　トラック 自動車リサイクル法 - - - ○

7 家電 家電リサイクル法 - - - ○

8 ｴﾈﾙｷﾞｰ エネルギー法 - ○

9 労働環境 労働安全衛生法 労働基準法 ○

10 温暖化防止 フロン排出抑制法 - ○

11 廃棄物 水銀廃棄物ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 廃棄物の処理及び清掃に関する法律 ○

12 環境 香川県環境基本条例 ○ 各種上乗せ規制 ○

■ 環境関連法規への違反及び訴訟の有無

当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、環境関連法規への違反はありませんでした。
また、各機関からの訴訟等について過去３年間ありませんでした。

令和4年8月31日

エビス紙料株式会社

水質

火災

遵守
状況

法施行令　別表第１の２
香川県告示H13.7.17第468号
愛媛県告示H9.4.4第546、547号
観音寺市 特定施設・指定施設届

○1 騒音 騒音規制法 ○ ○
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■代表者による全体の評価と見直し

エコアクション21の取組みも5期目となりました。過去4年間の実績を踏まえ、各サ
イトでの二酸化炭素の削減目標の継続性を維持しつつ、しっかりと全体事業維持しな
がら、環境へ優しい活動取り組みを努力をしていきたいと考えます。
自社での取組によるCO₂削減に加えて、今期は約32,161ｔの固形燃料の生産とな
りこれを使用することにより約10,613ｔのCO₂削減となります。

また、会社全体でのリサイクル率も99.27％となり、高いリサイクル率となりました。

今期は愛媛工場も稼働が再開されました。
愛媛工場の生産設備に関してはエネルギー効率の高いものとなっており、環境にも配
慮した機器を選定しております。

今後もエコアクション21の取組みを通して、環境経営に全員参加で取り組むことで
二酸化炭素の排出削減をしてまいります。そして、「甦る」「もったいない」の理念
を弊社の事業として具現化し、循環型社会を進める企業として邁進いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2022年 11月1日

　エビス紙料株式会社　

代表取締役　見澤　直人

【見直しについて】

有 無

・環境経営方針 ☑ ☐

・環境経営目標 ☑ ☐

・環境経営計画 ☑ ☐

・実施体制 ☑ ☐
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